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代替地整備に伴う調整池及び排水路整備について
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排水路整備計画について

・調整池設計で流域、集水範囲等を検討した結果、既設水路では断面不足であるため排水路整備
（放流管路）が必要となります。
・現在、水路構造等の詳細設計をしています。準備ができ次第説明を行います。

平成３１年４月２３日リニア代替地整備事業に伴う道路工事及び水路整備に関する説明会資料より抜粋
令和 １年５月１６日リニア関連事業に関する説明会資料より抜粋 2



3

集水区域と調整池の構造について
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調整池Ａの構造について

・地下式構造（土被り1.0ｍ）
・雨水貯留量 Ｖ＝162m3（162ｔ）
・堆砂容量 V=3m3
・1年に1回の頻度で沈砂池の砂出しを行う
・調節した雨水排水は新戸川へ放流

雨水排水（調整池へ流入）

新戸川へ放流

（排水路を整備）
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調整池Ｂの構造について

・地下式構造（土被り1.４ｍ）
・雨水貯留量 Ｖ＝222m3（222ｔ）
・堆砂容量 Ｖ＝9m3
・1年に1回の頻度で沈砂池の砂出しを行う
・調節した雨水排水は土曽川へ放流

雨水排水（調整池へ流入）

土曽川へ放流

（排水路を整備）
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調整池Ｃの構造について

・地下式構造（土被り0.5ｍ）
・雨水貯留量 Ｖ＝87m3（87ｔ）
・堆砂容量 V=4m3
・砂出しは沈砂池から直接土曽川へ排出
・調節した雨水排水は土曽川へ放流

雨水排水（調整池へ流入）

土曽川へ放流

（排水路を整備）
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排水路整備について

・放流管Ｂ、放流管Ｃの排水路は管渠構造（φ600～900mm)
・既存道路敷地内に設置
・管理用桝を設置（50ｍに１箇所）
・放流管Ａは、水路構造を含めて詳細設計中



放流管Ｂ、放流管Ｃ

令和1年11月：工事発注

令和1年12月：施工業者決定

令和2年1月下旬：工事説明会、工事着手予定

放流管Ａ

令和2年 3 月：工事発注

令和2年 4 月：施工業者決定

令和2年 5 月中旬：工事説明会、工事着手予定

排水路整備工事のスケジュール
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開発に伴い新設する公共施設について
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開発に伴い必要な施設

※ 今後、造成計画（区画割）と合わせて詳細な設計を進めます。

平成３0年11月30日、１２月3日北条・丹保地区住民説明会資料より抜粋



開発に伴い新設する施設

11今後、施設の形状・数量について変更となる可能性があります。
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開発施設として整備をする水路

今後、施設の形状・数量について変更となる可能性があります。
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消防水利計画
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周辺道路の整備について

丹保北条代替地から国道153号へのアクセスは、上郷４９０号線
（仮称）イオン前道路を主要道路と考えています。

令和２年度～令和３年度に、
道路事業として、堂垣外橋の
掛替工事を計画しています。



開発許可申請

令和1年11月：開発行為許可申請（本申請）

令和1年12月：許可

開発行為（工事）

令和1年 12月下旬：工事説明会

令和2年 1月：工事着手

開発行為の今後の予定
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